
 

 

 

  

  

８月８日（火）北越大会当日は、台風５号の接近により県内外からの参加

の皆さんや分科会の協力者の方々の足に影響を及ぼしました。 

そのような中でしたが、ご参加の皆さんの熱い思いときらり隊のご協力の

もと、北越大会を成功裡に終えることができました。 

午後からの福井県事研 研究部が担当した分科会２には約 170 名の方に参

加していただき、外の台風とはまた違う、これからの「新しい風」を感じた

分科会となりました。 

ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。 

       

 

「アクティブに！！つながろう 拡げよう 子どもたちの笑顔のために －これからの「学校」を考えよう－ 

「これからの学校づくりに、学校事務が果た

せる役割は？」「法改正で『事務をつかさどる』

に変わった今、事務職員の行動は、周りの意識

は、どのように変わっていくべきなのか」 

福井県が担当した分科会２では、全体会に引

き続き管理職の先生方や地教委の方をお招き

し、事務職員だけでなくさまざまな立場からの

ご意見をお聞きする中で、これからの学校事務

について共に考えました。 

「グランドデザインで示す『めざす姿』って

…？」そんな疑問への解説をもとに、「めざす

姿」の実現に向けて「①学校全体を見渡す ②

連携・協働体制を強化する ③『地域』に目を

向ける」この３つの観点から、これからの学校

づくりに向けて事務職員が行動や意識を変え

ていかなければいけないことを確認し合いま

した。また、実現に向けての具体的な実践報告

（大野市小山小学校 米村主任「学校運営予算

プラン」による財務マネジメントの実践、鯖江市共同実施による共同実施組織づくりの実践）をもとに、

学校経営参画のあり方や、共同実施をツールとし、他職や地教委と連携・協働しながら地域の学校づく

りを推進していく方法等について、それぞれのお立場からさまざまなご意見をいただきました。 
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分科会２を終えて（概要を報告します） 



ブースでは、昨年度の秋季研究

会分科会での「すごろく『めざ

して Go！』」の体験もしていた

だきました。 

 どの立場であっても共通する想いは「子どもたちの笑顔のために」。共有した目的に向かって、それぞ

れが持つ強みや力、情報などを結集し行動することで改善の道が開ける、ということを改めて認識し、

共にがんばりましょう！という力強く和やかな空気に包まれ、会を閉じました。 

 

                  

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

分科会についてのアンケートではたくさんのご意見をいただきました。ありがとうございました。 

 

他職の方の話、意見を聞くと、事務職だけで一つの事を進

めているのではなく、みんなで関わって一緒にチームとして

がんばっていることが心強く思われ、よりチームの一員とし

て、一翼を担えるように仕事をしたいと思った。（富山） 

 

福井県の教育が充実している理由がわかっ

たような気がした。県－市町教委－校長会－

教頭会－事務研がすべて同じ方向を見て動い

ていてすごいと思った。（石川） 

 

チーム学校として事務職が学校運営（経営）等に関わるこ

とに対して、理解を示してくださる、必要があると感じてく

ださる管理職がいらっしゃることがわかり、今後の励みにな

った。校長会と事務職の関わりを密にとおっしゃってくださ

った校長会長のお話が大変うれしかった。（福井） 

管理職は、事務職（自分）に何を求めてい

るのか、行政では何を求めているのかを聞く

ことができ、今後少しでも求められているこ

とに力を提供できるように自己研鑽していき

たいと感じた。（福井） 

後方ブースには、各校において、気づきを大切に工夫を凝らし、或いは、他職と協力しながら実施し

ている学校事務の【実践レポート】を展示しました。福井県内の事務職員の力を集めれば、きっと大き

な力になるのだ、と再認識しました。 

31年度には石川県を会場に次の北越大会が開催され、

福井県が分科会を担当します。大会があるから研究を進

めるのではなく、研究部員だから研究するのではなく、

日々の仕事に真摯に取り組む

会員みなさんの力によって、

研究は続いていきます…‼ 

福井市での文書収
発簿システムは大
変有効に活用され
ています。 鯖江市の共同実施で

は、より質の高い事務
を期待しています。 

見通しを持ち、優先順

位をつけて計画を立

てること、「業務改善」

が重要となります。 

 

校長会と事務職員がひざを
交えて話し合いをしていき
ましょう。 

思う存分、やってください！ 


